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現状・目的



「空き家」をきっかけに南木曽への
移住者を増やしたい！

• 南木曽町の現状
ー少子高齢化に伴う人口減少

ー転出者の増加

ー若者の進学・就職による流出

出典：国勢調査、長野県



「空き家」をきっかけに南木曽への
移住者を増やしたい！

• 空き家改修の目的

ー家を知る→南木曽を知る→実際の生活を知る

→「住」の確保で暮らしが想像しやすい

例）広い敷地と開放的な空間→子育てしやすい環境

のどかな雰囲気・豊かな自然・町のつながり



活動内容・成果報告



活動内容

• 事業内容：「空き家は改修せず、現状の
まま空き家バンクに掲載し販売」という
形に変更

• 実際に改修は行わず、間取りや庭の活用
方法の提案

• 名城大学 建築学科の学生と#collabo

• 南木曽町の皆さんへのヒアリング

• 南木曽町の魅力を知る



柿其渓谷 妻籠宿



空き家内での話し合い 古民家内での事前学習



パンフレット（仮）



•パンフレット（仮）



私たちが
学んだこと

• 移住者の生活をイメージして寄り添うこ
との大切さ

• 空き家バンクなどをきっかけに南木曽町
を知ってもらう

• 移住者のニーズに合わせた改修案作成の
難しさ

• 問題解決への近道は話し合い！



次年度、
南木曽プログラム②に
参加する皆さんへ



伝えておき
たいこと

• 積極的にインタビューしてコミュニケー
ションを取る

ー空き家の活用方法・パンフレット

作成に生きる

• 前年度と視点を変えてみる

ex)子育て世代

→新たなターゲットを探す

• 他校も含め、全体の情報共有

ー上手くコラボし、全体で連携を取る



ご清聴ありがとうございました。


